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『『気象庁防災情報気象庁防災情報XMLXMLフォーマットフォーマット』』
～～XMLXML化の目的と今後への期待～化の目的と今後への期待～

平成21年5月12日（火）

XMLコンソーシアムWeek
国土交通省気象庁総務部企画課

長田 泰典

1

気象庁とはどんなお役所気象庁とはどんなお役所??
国土交通省の外局

日本を監視

・24時間365日日本全土の気象状況、地震・火山の
状況等を観測・監視

防災情報のプロバイダー

・気象警報、天気予報などの気象関連情報

・緊急地震速報、津波警報などの地震火山関連情報

・季節予報、温暖化情報などの地球環境関連情報

・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・
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防災気象情報の伝達手段の現状

「気象庁パンフレット 2008」より

気象庁ホームページ

国土交通省
防災情報提供センター

・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・

3

実は実はITIT官庁？な気象庁官庁？な気象庁
・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・

気象庁初代スーパコンピュータ IBM７０４を導入

昭和３４（１９５９）年３月

現用 ８代目HITACHI SR11000

平成１８（２００６）年３月より

現在の天気予報は、大気を立体の格子で区切り、各格子での
物理量が大気の状態を表しているとした上で、物理や化学の法
則に基づく時間変化を各格子点について計算する「数値予報」を
基礎資料としています。

数値予報の計算は膨大な演算処理を短時間に行う必要があ
るため、気象庁は日本の官庁として初のスーパーコンピューター
を昭和３４（１９５９）年３月に導入しました。以後、数値予報では
常に世界のトップグループに位置しています。
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ITIT とと 気象庁気象庁
～「これまで」と「これから」～～「これまで」と「これから」～

気象

地震

全国で

観測：数地点
警報：数区域

観測：約1,300地点
警報：約370区域

観測：約4,000地点

警報：開始
観測：数地点
警報：－

ITITを含む科学技術等の進展を含む科学技術等の進展

被害

粗 密、正確に早く

世界最先端（日本に学べ）

さらに減大幅に減
⇒犠牲者ゼロ

⇒さらに高度化

・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・

5

防災機関としての気象庁防災機関としての気象庁

観測

自然科学的方法による現象の観察及び測定

予報

観測の成果に基く現象の予想の発表

警報警報

重大な災害の起るおそれのある旨を警告して行う予報

一定の基準を満たせば
みなさまも可能

･･･気象庁のみ

一連の流れ

Single Official Voice

・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・
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気象庁からの防災情報の流れ気象庁からの防災情報の流れ
～情報から始まる防災～～情報から始まる防災～

：情報の流れ ：関係機関の対応

緊急災害対策本部等
（本部長：内閣総理大臣） 緊急参集チーム

（官邸）

災害対策基本法による指定行政機関

報道機関

防災関係省庁

気 象 庁気 象 庁

地震、津波、台風、集中豪雨等の
異常な自然現象の把握と予測

防災気象情報防災気象情報

都
道
府
県

市

町

村

国国

民民
関
係
部
局
へ
の

指
示
等

支
援
・
総
合
調
整

避難勧告、避難勧告、
警戒区域の警戒区域の
設定設定等

・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・

7

# # 高層気象観測高層気象観測

# # 地上気象観測地上気象観測

# # 気象レーダー観測気象レーダー観測

# # 地震・津波観測地震・津波観測

# # 火山観測火山観測

# # 気象衛星観測気象衛星観測

# # 海洋気象観測海洋気象観測

# # 地震・津波、火山情報地震・津波、火山情報

# # 気象情報気象情報

都道府県

市町村

民間気象会社

指定行政機関

官邸

指定公共機関

報道機関

気象気象注意報注意報
平成１６年 ５月１６日０５時３２分 鹿児島地方
薩摩地方」大雨，雷，洪水注意報」
（（薩摩地方では１６日夕方にかけて所により
れがあります。土砂災害、低地の浸水害、

鹿児島・日置 ［発表］大雨，洪水注意報
特記事項 土砂災害注意 浸水注意
雨 １６日夕方まで ピークは１６日昼過ぎ

１時間最大雨量 ３０ミリ

気象気象警報警報
平成１６年 ５月１６日０７時３０分 鹿児島地方気
鹿児島・日置」大雨，洪水警報」雷注意報」
出水・伊佐」大雨，洪水警報」雷注意報」
川薩・姶良」大雨，洪水警報」雷注意報」
甑島」大雨，雷，洪水注意報」
指宿・川辺」大雨，雷，洪水注意報」
（（出水・伊佐、川薩・姶良、鹿児島・日置では、１６
的に雷を伴い非常に激しい雨の降るおそれがあり

各種各種防災防災気象情報気象情報

# # 数値解析・予報数値解析・予報

○台風情報

○土砂災害警戒情報

○記録的短時間大雨情報

⇒３時間後

○降水短時間予報 など

○地震情報○緊急地震速報

○津波警報・注意報 ○噴火警報・予報

（災害時の関係省庁連絡会議など）

専
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

専
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

直
接
提
供

直
接
提
供

配
信
機
関
か
ら
の
提
供

配
信
機
関
か
ら
の
提
供

（気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー
）

気象庁から防災情報を発表するまでの流れ気象庁から防災情報を発表するまでの流れ

～情報から始まる防災～～情報から始まる防災～・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・
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現在の情報提供形式現在の情報提供形式 ……昔は？昔は？

～「アメダス、気象レーダー（観測）」と「気象警報、津波警報（警報）」～～「アメダス、気象レーダー（観測）」と「気象警報、津波警報（警報）」～

・アメダス

・気象レーダー

中身は？

そのままでは
読めない

（バイナリ）
地点形式

中身は？

そのままでは
読めない

（バイナリ）
格子形式

・気象警報

・津波警報

中身は？

そのまま
読める

（テキスト）

中身は？

そのまま
読める

（テキスト）

・・・はじめに・・・・・・はじめに・・・

WMO Code (BUFR)

WMO Code (GIRB)

9

XMLXML化の目的と化の目的と

今後への期待今後への期待
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なぜ、なぜ、XMLXML化なのか？化なのか？

防災気象情報の高度化
緊急地震速報の広く国民への提供開始

市町村を単位とした気象警報の平成22年度からの提供

利用者のニーズに応じた、より詳細な区域に、より有効時
間の管理が厳密な情報を提供

【【背景背景】】

防災情報として活用されるためには？
必要な利用者に必要な情報が必要な時に届けられる必
要がある。

情報を受け取った利用者が、災害を防ぐために行動で
きる必要がある。

11

近年の防災気象情報の高度化近年の防災気象情報の高度化

現在

求められる情報とは求められる情報とは求められる情報とは

多摩西部

多摩南部

多摩北部23区西部

23区
東部

・全国で374区域

・東京で 22年度

奥多摩町

檜原村

青梅市
日の出町
あきる野市

八王子市

町
田
市

多
摩
市

稲城市
日野市府中市

国
立
市

立川市
昭島市

福
生
市

羽村市
瑞穂町

武蔵
村山市

東
大
和
市

東村山市

小平市
国分寺市小金井市

清瀬市

東久留米市

西東京市
武蔵野市
三鷹市

調布市
狛
江
市

世田谷区

大田区

目
黒
区品川区

杉並区

練馬区
中
野
区

板橋区北
区

豊島区

新宿区
渋谷区

港
区

中
央
区

文京区台東区
荒川区

足立区
葛飾区

江
戸
川
区

江東区

墨
田
区千代田区

：警報

：発表なし

：注意報

・全国で約1,800区域

・東京で

防災気象情報の強化防災気象情報の強化防災気象情報の強化

近年の災害を振り返って

・少しでも早い正確な情報・少しでも早い正確な情報
⇒⇒ 揺れる前に揺れる前に

・我がまち、我がことと思える情報・我がまち、我がことと思える情報
⇒⇒ 市町村を対象に市町村を対象に

ITの進展、様々なメディアITITの進展、様々なメディアの進展、様々なメディア

・気象警報等の改善・気象警報等の改善 ・地震津波情報等の改善・地震津波情報等の改善

・いつでも・いつでも
どこでもどこでも

だれでもだれでも
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■例えば、局地的大雨の場合

降水ナウキャスト
(10分毎に更新)

行動を14時と

仮定すると・・・
前日
17時

当日
5時

天気予報

天気予報

11時 天気予報

14時

13時

降水短時間予報
(30分毎に更新)

8時

雷注意報など
(随時発表)

○△気象情報など
(随時発表)

気象レーダー
毎10分

→今夏から毎5分

情報を必要としている人に届けたい！

13

防災気象情報の伝達手段の現状

「気象庁パンフレット 2008」より

気象庁ホームページ

国土交通省
防災情報提供センター気象庁が行うのは情報を発表するまで

（防災関係機関等の法令で伝達が義務づ
けられている機関に対しては届けるまで）

最終利用者への伝達は防災関係機関、
報道機関、民間気象会社等により実施
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なぜ、なぜ、XMLXML化なのか？化なのか？

防災気象情報の高度化
緊急地震速報の広く国民への提供開始

市町村を単位とした気象警報の提供に向けて

利用者のニーズに応じた、より限られた区域に、より有効時間の短い情報を提供

【【背景背景】】
防災情報として活用されるためには？

必要な利用者に必要な情報が必要なときに届けられる必要がある。

情報を受け取った利用者が、災害を防ぐために行動できる必要がある。

利便性の高い形式で気象庁から
情報を提供する必要がある！

「気象庁防災情報ＸＭＬフォーマット」の仕様策定を決定

15

しかし、実は・・・現在の防災気象情報しかし、実は・・・現在の防災気象情報

ｹｲﾎｳｹｲﾎｳ1 1 ﾖｺﾊﾏﾖｺﾊﾏ
211434211434
4611 164611 16
4612 15 164612 15 16
4623 04 104623 04 10
平成XX年１０月２１日１４時３４分
横浜地方気象台発表
横浜・川崎」波浪注意報」
湘南」強風，波浪注意報」
西湘」洪水警報」大雨注意報」
（（神奈川県西部では２１日夜遅くにか
けて大雨となり、特に西湘地方では引
き続き洪水のおそれが高くなっていま
すので警戒してください。））
・・・本文・・・

ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ3 3 ｷｼﾖｳｷｼﾖｳ
47 03 00 061004150000 C1147 03 00 061004150000 C11
061004145930061004145930
ND20061004145955 NCPN01ND20061004145955 NCPN01
9762 N336 E1362 0409762 N336 E1362 040

PRC0000/PRC0000/
CAI 0000CAI 0000
CPI 0000CPI 0000
CBI 000CBI 000
PAI 9936 9941 9934 9943 9942PAI 9936 9941 9934 9943 9942

PPI 9240 9300 9180 9210 9220 9230 PPI 9240 9300 9180 9210 9220 9230 
9250 9260 9270 9280 9290 9360 9370 9250 9260 9270 9280 9290 9360 9370 
9390 93309390 9330
PBI 462 551 550 461 400 401 432 442 PBI 462 551 550 461 400 401 432 442 
443 450 451 460 500 501 510 511 520443 450 451 460 500 501 510 511 520

・・・・・・

ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ4 ｷｼﾖｳ
47 03 00 XX1004150000 C11
9999
地震ＩＤ：２０XX１００４１４５９５５
平成XX年１０月 ４日１５時００分００秒
気象庁地震火山部発表
緊急地震速報（警報）（第１報）
４日１４時５９分３０秒頃
三重南東沖
北緯３３．６度 東経１３６．２度
強い揺れが推定される地域
＜地方単位＞
東海 近畿 北陸 四国 中国
・・・

ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ4 4 ｷｼﾖｳｷｼﾖｳ
47 03 00 47 03 00 XXXX1004150000 C111004150000 C11
99999999
地震ＩＤ：２０XX１００４１４５９５５
平成XX年１０月 ４日１５時００分００秒
気象庁地震火山部発表
緊急地震速報（警報）（第１報）
４日１４時５９分３０秒頃
三重南東沖
北緯３３．６度 東経１３６．２度
強い揺れが推定される地域
＜地方単位＞
東海 近畿 北陸 四国 中国
・・・

気象警報気象警報 緊急地震速報（地震動警報）緊急地震速報（地震動警報）

機械処理用の
コード部分

機械処理用の機械処理用の

コード部分コード部分

電文種別毎に電文種別毎に
異なる異なる
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提供形態の変遷提供形態の変遷

少し昔

現在

今後

気象台 利用者

かなかな

個々の活動に
即した情報活用
（計算機処理）

二次
処理
なし

防災活動など

これまでもこれからも
確実に適切に伝えます

津波津波
警報警報

気象気象
警報警報

噴火噴火
警報警報

津波津波
警報警報

気象気象
警報警報

・気象庁の独自形式
・それぞれ特徴的な形式

防災活動に
密接な情報へ

（情報の高度化）

様々なソース・
メディアの活用

高度な利活用・
情報共有化の推進

が不可欠
？？？

気象庁防災情報気象庁防災情報XMLXMLフォーマットフォーマット

緊急緊急
地震地震
速報速報

17

「気象庁防災情報「気象庁防災情報XMLXMLフォーマット」の策定フォーマット」の策定

汎用技術を用いて容易に
情報を加工可能

気象や地震等異なる分野の
情報を統一的に処理可能

情報の要素追加等の軽微な
内容変更に対して、柔軟に
対応可能

経費面の負担軽減

全ての電文のXML化全ての電文の全ての電文のXMLXML化化

高度な利活用
情報共有化の推進

気象警報・注意報等

台風情報 噴火警報・予報 地震情報

緊急地震速報

天気予報

津波警報・注意報

現在の情報構成 情報構成要素を
一から見直し

辞書として
再構築

XMLXML辞書辞書

平成21年度 仕様公開
平成22年度 提供開始
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「気象庁防災情報「気象庁防災情報XMLXMLフォーマット」の構造フォーマット」の構造

Head部

電文構造電文構造辞書辞書

個
別
辞
書

個
別
辞
書

Control部

共
通
辞
書

共
通
辞
書

構
造
を
規
定

気象

Control部、Head部は

すべての電文で
共通の構造

Body部についても

基本要素を用いて
部品を共通化

地震・津波
火山

気温

気圧

湿度

風向・風速

マグニチュード

･･･

基本要素辞書基本要素辞書

参
照

• 情報名称
• 発表官署
• 発信時刻
• ･･･

• 標題
• 時刻（発表、有効など）
• 見出し
• 防災情報要素名
• 対象地点、地域
• ･･･

Body部

.XML.XML

19

ＸＭＬコンソーシアムと気象庁との取り組み（ＸＭＬコンソーシアムと気象庁との取り組み（1/21/2））

平成２０年２月１日

気象庁がＸＭＬコンソーシアムの協力を得て仕様策
定を行う事について共同記者発表

平成２０年５月２２日

「気象庁防災情報XMLフォーマット」の骨子案に対す
る意見募集について共同記者発表

平成２１年１月３０日

「気象庁防災情報XMLフォーマット（ドラフト）
Ver.0.9」に対する意見募集について共同記者発表

平成２１年5月中（予定）

「気象庁防災情報XMLフォーマット」（Ver.1.0）の仕
様策定について共同記者発表予定
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ＸＭＬコンソーシアムと気象庁との取り組み（ＸＭＬコンソーシアムと気象庁との取り組み（2/22/2））

XMLコンソーシアムから気象庁への仕様策定作業

に必要な技術的サポート

XMLコンソーシアムによる「気象庁防災情報XML
フォーマット」（Ver.1.0）についての数多くの動作環

境における検証作業

ＸＭＬコンソーシアムの多大な協力により、気象庁による

「気象庁防災情報XMLフォーマット」（Ver.1.0）の仕様策定が実現

21

ドラフト版の公表・意見募集ドラフト版の公表・意見募集

1月30日 XMLコンソーシアム様と共同で報道発表

気象庁とXMLコンソーシアム
“気象庁防災情報XMLフォーマット”についてのご意見を募集

気象庁とXMLコンソーシアム
“気象庁防災情報XMLフォーマット”についてのご意見を募集
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今後のスケジュール今後のスケジュール

提供開始まで

仕様
平成21年１月 意見募集（第２回）

平成２１年５月中 仕様公開

平成21年度 普及、利用手法提案など

電文
平成21年５月中 試験データ提供（オフライン）仕様公開と合わせて

平成21年度末頃～ 試験データ提供（オンライン）

平成22年度末頃～ 対象となる全ての電文のXML形式配信開始

先進的な利用者に対しては、
気象警報やその他準備ができたものを先行配信

23

「気象庁防災情報「気象庁防災情報XMLXMLフォーマット」の普及に向けてフォーマット」の普及に向けて

今後気象庁が取り組むべき課題今後気象庁が取り組むべき課題

現行利用者のXMLフォーマットへの円滑な移行

・運用開始に向けたスケジュールについての周知広報

・実装に向けた実証実験への対応

標準化の動きへの対応
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現行利用者への周知広報現行利用者への周知広報
～特に地方自治体等防災関係機関が対象～～特に地方自治体等防災関係機関が対象～

気象庁と直接オンラインで接続している国や地方自
治体等の公的機関が平成22年度に対応するため

には、今年度の予算要求作業が必要
・国の機関は夏前までが勝負
・地方自治体は秋前までが勝負

景気対策等の地方交付金の活用

他省庁による整備との連携の模索

25

情報共有化の推進と連携情報共有化の推進と連携……なぜ今さら？なぜ今さら？

「地域情報プラットフォーム」…重点計画2007
地方公共団体の効率的で質の高い
電子自治体化を支える
システム連携基盤
－APPLIC－
（内閣府、国交省等参画）

社会還元加速プロジェクト
「きめ細かい災害情報を
国民一人ひとりに届ける
とともに災害対応に役立つ
情報通信システムの構築」
－内閣府（防災担当、科学技術担当）、

国交省、総務省、文科省－

防災情報の共有化防災情報の共有化

気象庁防災情報の共有化気象庁防災情報の共有化

地域情報の共有化地域情報の共有化

地デジなどの地デジなどの
活用活用

諸外国の諸外国の
動向動向

気象や地震等異なる分野の情報
を統一的に処理可能

汎用技術を用いて容易に
情報を加工可能

情報の要素追加等の軽微な内容
変更に対して、柔軟に対応可能

経費面の負担軽減

気象警報・注意報等

台風情報 噴火警報・予報 地震情報

緊急地震速報

天気予報

津波警報・注意報

現在の情報構成 情報構成要素を
一から見直し

XMLXML辞書辞書

XMLによる共有・連携XMLXMLによる共有・連携による共有・連携
XMLXMLコンソーシアムの協力コンソーシアムの協力
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防災情報の標準化への対応防災情報の標準化への対応

「防災業務アプリケーションユニット標準仕様」（（財）
全国地域情報化推進協会策定）との連携

・「地域情報プラットフォーム標準仕様書」（ （財）全国地域
情報化推進協会策定）を意識したSOAP手順による気象庁

からの情報提供手段を準備中

平成21年度中に試験接続環境を構築し実証実験

平成22年度中の運用開始予定

27

気象情報の気象情報のXMLXML化による新たな展開への期待化による新たな展開への期待

今までの形式は、気象庁独自の形式で、かつ情報分野
毎に形式を決定していたため、情報の加工に対する敷居
が高かった。

今回、XMLコンソーシアムの協力で、可能な限り
汎用的なXMLフォーマット仕様が策定できたこと
により

今まで気象庁の発表情報を取り扱っていた民間気象会社
等だけでなく、新たな業種等への展開が期待される。

・XMLコンソーシアム Webサービス実証部会での実証実験
の取り組みなど、今後の展開のさらなる広がりに期待！

必要な人に必要な情報を必要な時に届けるために！
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今後ともよろしくお願いいたします。今後ともよろしくお願いいたします。


